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り
方
を
ず
っ
と
真
摯
に
追
い
続
け
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
も
っ

と
強
調
さ
れ
て
い
い
だ
ろ
う
。
東
京
府
立
協
同
組
合
講
習
所
に

お
い
て
正
統
派
協
同
組
合
論
の
基
礎
教
育
を
受
け
た
中
嶋
だ
か

ら
こ
そ
、
戦
後
の
信
用
金
庫
を
め
ぐ
る
様
々
な
議
論
に
、
あ
る

時
は
憤
慨
し
、
ま
た
あ
る
時
は
納
得
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

な
か
か
ら
多
摩
信
の
あ
り
方
を
創
り
上
げ
て
き
た
。
こ
の
小
論

で
は
、
中
嶋
の
多
摩
信
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
礎
を
造
っ
た
専
務
理
事

時
代
初
期
を
取
り
上
げ
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
多
摩
信
は
、
次
の
三
つ
の
要

素
が
一
体
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。（
A
）
協
同
組
織
性
、

（
B
）
金
融
機
関
と
し
て
の
公
共
性
・
利
便
性
（
金
融
機
関
性
）、

そ
し
て
（
C
）
地
域
性
で
あ
る
。
中
嶋
榮
治
が
、
こ
れ
ら
を
ど

の
よ
う
に
取
り
込
ん
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
彩
っ
て
い
く
の
か
、
こ
の

あ
た
り
に
焦
点
を
絞
っ
て
論
じ
て
み
た
い
。

13

多摩の
金融史

　
　
　
は
じ
め
に

　「
こ
の
道
よ
り

　
我
を
生
か
す

　
道
な
し

　
こ
の
道
を
歩
く
」

　
武
者
小
路
実
篤
の
名
言
の
一
つ
で
あ
る
。
多
摩
中
央
信
用
金

庫
の
中
嶋
榮
治
は
、
こ
の
言
葉
が
大
好
き
だ
っ
た
そ
う
だ

1　。

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）、
信
用
組
合
の
世
界
に
「
な
ん
と

な
く
入
っ
て
し
ま
っ
た
」
中
嶋
だ
が

2　、
四
〇
年
か
ら
は
関
塚

正
平
理
事
長
の
も
と
で
専
務
理
事
を
務
め
、
五
五
年
か
ら
は
後

継
の
理
事
長
と
し
て
多
摩
信
を
グ
ン
グ
ン
引
っ
張
っ
て
い
く
。

こ
の
間
の
業
容
の
拡
充
は
著
し
く
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

に
は
預
金
額
一
兆
円
を
突
破
、
い
わ
ゆ
る
メ
ガ
信
金
と
呼
ば
れ

る
現
在
の
基
礎
を
据
え
た
。

　
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
重
視
し
先
見
の
明
が
あ
る
剛
腕
経
営
者
と
見

ら
れ
が
ち
な
中
嶋
で
あ
る
が
、
地
域
特
性
に
根
ざ
す
信
金
の
あ

佐
藤

　政
則

昭
和
四
〇
年
代
前
半
の
中
嶋
榮
治
と
多
摩
信
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念
な
が
ら
二
月
二
日
に
行
わ
れ
た
「
講
評
」
を
見
て
い
な
い
の

で
、
具
体
的
な
指
摘
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
銀
行
と
同
じ

よ
う
な
水
準
を
求
め
る
、
か
な
り
厳
し
い
指
摘
を
受
け
た
こ
と

は
、
こ
の
小
文
か
ら
窺
え
る
。

　
こ
の
小
文
は
、
無
事
に
終
わ
っ
た
安
堵
感
や
日
銀
取
引
が
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
喜
び
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
吹
き
飛

ば
す
ほ
ど
重
い
ト
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
精
一
杯
務

め
て
き
た
自
分
た
ち
の
方
向
と
考
査
の
「
尺
度
」
と
の
ズ
レ
を

中
嶋
が
認
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。
中
嶋
は
言
う
。

　「
日
銀
の
持
っ
て
い
る
都
銀
、
地
銀
を
測
っ
て
い
る
物
差
、

お
の
ず
か
ら
そ
の
尺
度
が
違
っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
た
び
の

考
査
で
知
ら
さ
れ
た
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
私
た
ち
は

新
し
い
尺
度
に
あ
て
は
め
て
、
多
摩
信
の
体
質
を
整
え
て
ゆ
か

な
く
て
は
な
る
ま
い
」

　
体
質
を
整
え
る
対
象
と
し
て
①
「
ひ
弱
な
体
質
」、
②
預
貸

率
の
低
さ
、
③
一
人
あ
た
り
預
金
額
の
低
さ
を
挙
げ
て
い
る
。

①
は
こ
れ
ま
で
「
恵
ま
れ
た
環
境
」
に
育
ち
、
激
し
い
競
争
を

し
な
く
て
済
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
②
は
収
益
を
上
げ
る

取
り
組
み
に
甘
さ
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
③
は
金
融
機

関
経
営
の
基
本
が
曖
昧
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
昭
和
四
一
年
の
日
銀
考
査

　
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
一
月
一
七
日
か
ら
二
六
日
、
多

摩
中
央
信
用
金
庫
は
初
の
日
本
銀
行
考
査
を
受
け
た
。
日
銀
考

査
と
は
、
日
銀
が
同
行
と
当
座
預
金
取
引
を
行
う
金
融
機
関
に

対
し
て
ほ
ぼ
定
期
的
に
実
施
す
る
立
ち
入
り
調
査
で
あ
る
。
調

査
後
に
改
善
点
な
ど
を
提
示
す
る
「
講
評
」
が
行
わ
れ
る
。
こ

れ
を
も
っ
て
考
査
終
了
と
な
る
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
日
銀
取

引
は
、
ま
ず
当
座
預
金
取
引
か
ら
始
ま
り
、
経
過
を
み
て
順
に

貸
付
や
商
業
手
形
割
引
な
ど
の
上
位
取
引
が
追
加
さ
れ
て
い

く
。
多
摩
信
は
四
〇
年
一
〇
月
に
預
金
額
二
〇
〇
億
円
を
超
え
、

日
銀
の
準
備
預
金
率
操
作
の
対
象
金
融
機
関
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
同
年
一
二
月
よ
り
当
座
預
金
取
引
が
始
ま
っ
た

3　。

　
も
っ
と
も
多
摩
信
側
と
し
て
は
、
四
〇
年
七
月
に
井
上
権
吉

理
事
長
が
逝
去
し
、
八
月
の
臨
時
総
代
会
を
経
て
関
塚
正
平
理

事
長
、
中
嶋
榮
治
専
務
理
事
の
新
体
制
が
発
足
し
た
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
就
任
直
後
で
も
あ
り
、
さ
す
が
の
中
嶋
も
か
な
り
緊

張
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
率
直
な
思
い
は
、
社
内
報
『
た

ま
し
ん
』
第
3
号
（
昭
和
四
一
年
五
月
一
〇
日
）
の
「
日
銀
考

査
を
終
え
て
」
と
題
す
る
巻
頭
言
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
残
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日
銀
考
査
が
多
摩
信
に
求
め
る
も
の
は
、
冒
頭
で
示
し
た
三

つ
の
要
素
の
う
ち
、（
B
）
金
融
機
関
性
に
属
す
る
安
定
性
、

収
益
性
、
公
共
性
な
ど
で
あ
る
。
中
嶋
は
、
考
査
を
通
じ
て
二

〇
〇
億
円
の
預
金
を
持
つ
金
融
機
関
が
ど
う
い
う
水
準
の
公
共

性
を
求
め
ら
れ
る
の
か
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
は
銀
行
で
あ
る
か

信
用
金
庫
で
あ
る
か
は
関
係
な
い
。
三
〇
〇
億
、五
〇
〇
億
、

一
〇
〇
〇
億
信
金
の
世
界
に
到
達
す
る
に
は
、
同
時
に
各
々
の

水
準
を
確
実
に
ク
リ
ア
ー
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
考
査
明

け
の
昭
和
四
一
年
度
経
営
方
針
の
重
点
は
、（
1
）
貸
出
の
積

極
化
に
よ
る
預
貸
率
の
改
善
、（
2
）
経
営
諸
比
率
の
改
善
、

（
3
）
一
人
あ
た
り
預
金
量
の
増
大
で
あ
る
。
中
嶋
と
多
摩
信

の
動
き
は
早
か
っ
た

4　。

　
一
人
あ
た
り
預
金
の
問
題
は
、
当
時
の
多
摩
信
に
と
っ
て
弱

点
の
一
つ
と
言
え
た
。
表
は
、
昭
和
四
〇
年
度
末
に
お
い
て
多

摩
信
よ
り
も
預
金
が
多
い
都
内
信
金
を
掲
げ
て
い
る
。
多
摩
信

の
預
金
順
位
は
都
内
一
六
位
、
店
舗
は
一
〇
店
で
あ
る
。
役
職

員
数
は
二
桁
店
舗
を
も
つ
信
金
の
な
か
で
は
最
少
、
一
店
あ
た

り
預
金
は
一
二
位
と
同
規
模
ク
ラ
ス
で
は
遜
色
が
な
い
。
た
だ

し
一
人
あ
た
り
預
金
が
最
少
の
一
六
位
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
単
純
に
役
職
員
数
を
店
舗
数
で
除
し
た
一
店
あ
た
り
役
職
員

数
も
算
出
し
た
が
、二
桁
店
舗
の
な
か
で
は
多
い
方
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。
昭
和
四
八
年
度
末
を
と
る
と
、

預
金
は
一
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
て
大
幅
に
増
え
、
順
位
も
九
位

信用金庫 預金 
（A）

店舗数
（B）

役職員数
（C）

1 店あた
り預金　
（A/B）

1 人あた
り預金　
（A/C）

1店あたり 
役職員数 
（C/B）

現在の名称

多摩中央  21,336 10   509 2,134 41.9 50.9 多摩　　　　
荒川　　  22,169   9   459 2,463 48.3 51.0 城北　　　　
東武　　  22,213 11   513 2,019 43.3 46.6 東京東　　　
日興　　  23,535   8   495 2,942 47.5 61.9 城北　　　　
中央　　  24,772 14   569 1,769 43.5 40.6 東京東　　　
東調布　  24,894   9   428 2,766 58.2 47.6 芝　　　　　
光　　　  25,395   8   589 3,174 43.1 73.6 城北　　　　
上野　　  25,725   8   534 3,216 48.2 66.8 朝日　　　　
同栄　　  28,256 14   608 2,018 46.5 43.4 さわやか　　
王子　　  32,245   8   657 4,031 49.1 82.1 城北　　　　
東京産業  32,258 11   677 2,933 47.6 61.5 さわやか　　
芝　　　  33,675 14   667 2,405 50.5 47.6 芝　　　　　
巣鴨　　  34,885 17   618 2,052 56.4 36.4 巣鴨　　　　
八千代　  39,723 15   786 2,648 50.5 52.4 きらぼし銀行
東京　　  40,649 17   617 2,391 65.9 36.3 東京東　　　
城南　　 128,519 37 2,210 3,473 58.2 59.7 城南　　　　
平均　　  35,016 13   684 2,652 49.9 53.7 —

表　都内信用金庫の業況（昭和40年度末）
（百万円）

資料：『昭和41年版　銀行局金融年報』「信用金庫業況一覧表」より作成
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は
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
し
た
ね
。」

　
中
嶋
が
言
う
金
制
調
と
は
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
一

〇
月
に
「
中
小
企
業
金
融
制
度
の
あ
り
方
」
を
答
申
し
た
金
融

制
度
調
査
会
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
金
融
制
度
に
関
す
る
重

要
事
項
を
審
議
、
答
申
す
る
大
蔵
省
の
付
属
機
関
で
あ
る
金
制

調
は
、
と
く
に
新
た
な
制
度
設
計
や
既
存
制
度
の
改
編
が
審
議

さ
れ
る
際
に
は
、
い
わ
ば
戦
場
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
四
二
年

金
制
調
で
は
、
中
小
企
業
金
融
の
拡
充
が
審
議
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
大
部
分
の
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
を
株
式
会
社
組
織
の
「
中

小
企
業
銀
行
」
へ
改
編
す
る
方
向
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る

7　。

信
用
金
庫
側
か
ら
す
れ
ば
、「
信
用
金
庫
解
体
論
」
に
映
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　
金
融
制
度
調
査
会
中
小
企
業
金
融
問
題
特
別
委
員
会
に
お
い

て
改
編
の
方
向
を
示
し
た
三
つ
の
私
案
が
提
出
さ
れ
た
の
が
四

二
年
二
月
、
同
特
別
委
員
会
で
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用

組
合
の
現
行
制
度
存
続
が
決
定
さ
れ
た
の
が
同
年
七
月
で
あ
っ

た
。
こ
の
間
五
か
月
、
中
嶋
榮
治
の
忘
れ
が
た
い
時
間
と
な
る

の
で
あ
る
。

　
日
銀
考
査
が
、（
B
）
金
融
機
関
性
を
深
め
る
契
機
に
な
っ

た
と
す
れ
ば
、
金
制
調
で
の
審
議
は
、（
A
）
協
同
組
織
性
を

に
上
昇
し
た
。
店
舗
は
一
三
店
と
微
増
、
役
職
員
八
〇
四
名
は

九
金
庫
中
最
少
、
一
店
あ
た
り
預
金
は
六
位
、
一
人
あ
た
り
預

金
は
な
ん
と
六
位
、
一
店
あ
た
り
役
職
員
数
も
七
位
と
、
預
金

の
増
強
と
効
率
性
の
向
上
が
同
時
追
求
さ
れ
て
い
た

5　。

　
　
　
昭
和
四
二
年
金
融
制
度
調
査
会

　
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
の
夏
前
に
『
財
政
金
融
ジ
ャ
ー
ナ

ル
』
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
中
嶋
榮
治
（
理
事
長
）
は
、

「
長
い
年
月
の
節
目
節
目
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

非
常
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
」
と
い
う
月
並
み
の

質
問
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
、
真
正
面
か
ら
の
剛
速
球
で
応

え
て
い
る

6　。
二
〇
数
年
も
前
に
専
務
理
事
時
代
に
直
面
し
た

金
融
制
度
調
査
会
の
話
で
あ
っ
た
。

　「
金
制
調
報
告
で
、
協
同
組
織
の
金
融
機
関
の
必
要
性
を
明

確
に
し
た
こ
と
で
す
ね
。
四
十
二
年
頃
、
金
融
二
法
成
立
の
前

に
は
、
信
用
金
庫
解
体
論
ま
で
飛
び
出
し
、
信
用
金
庫
の
存
在

も
危
う
く
な
り
ま
し
た
。
滝
口
私
案
と
末
松
私
案
と
川
口
私
案

が
出
さ
れ
、
大
い
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
局
は
当
分
の
間
、

信
用
金
庫
は
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
当

分
の
間
と
い
う
の
は
五
年
な
の
か
十
年
な
の
か
二
十
年
な
の
か
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日
銀
考
査
が
多
摩
信
に
求
め
る
も
の
は
、
冒
頭
で
示
し
た
三

つ
の
要
素
の
う
ち
、（
B
）
金
融
機
関
性
に
属
す
る
安
定
性
、

収
益
性
、
公
共
性
な
ど
で
あ
る
。
中
嶋
は
、
考
査
を
通
じ
て
二

〇
〇
億
円
の
預
金
を
持
つ
金
融
機
関
が
ど
う
い
う
水
準
の
公
共

性
を
求
め
ら
れ
る
の
か
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
は
銀
行
で
あ
る
か

信
用
金
庫
で
あ
る
か
は
関
係
な
い
。
三
〇
〇
億
、五
〇
〇
億
、

一
〇
〇
〇
億
信
金
の
世
界
に
到
達
す
る
に
は
、
同
時
に
各
々
の

水
準
を
確
実
に
ク
リ
ア
ー
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
考
査
明

け
の
昭
和
四
一
年
度
経
営
方
針
の
重
点
は
、（
1
）
貸
出
の
積

極
化
に
よ
る
預
貸
率
の
改
善
、（
2
）
経
営
諸
比
率
の
改
善
、

（
3
）
一
人
あ
た
り
預
金
量
の
増
大
で
あ
る
。
中
嶋
と
多
摩
信

の
動
き
は
早
か
っ
た

4　。

　
一
人
あ
た
り
預
金
の
問
題
は
、
当
時
の
多
摩
信
に
と
っ
て
弱

点
の
一
つ
と
言
え
た
。
表
は
、
昭
和
四
〇
年
度
末
に
お
い
て
多

摩
信
よ
り
も
預
金
が
多
い
都
内
信
金
を
掲
げ
て
い
る
。
多
摩
信

の
預
金
順
位
は
都
内
一
六
位
、
店
舗
は
一
〇
店
で
あ
る
。
役
職

員
数
は
二
桁
店
舗
を
も
つ
信
金
の
な
か
で
は
最
少
、
一
店
あ
た

り
預
金
は
一
二
位
と
同
規
模
ク
ラ
ス
で
は
遜
色
が
な
い
。
た
だ

し
一
人
あ
た
り
預
金
が
最
少
の
一
六
位
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
単
純
に
役
職
員
数
を
店
舗
数
で
除
し
た
一
店
あ
た
り
役
職
員

数
も
算
出
し
た
が
、二
桁
店
舗
の
な
か
で
は
多
い
方
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。
昭
和
四
八
年
度
末
を
と
る
と
、

預
金
は
一
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
て
大
幅
に
増
え
、
順
位
も
九
位

信用金庫 預金 
（A）

店舗数
（B）

役職員数
（C）

1 店あた
り預金　
（A/B）

1 人あた
り預金　
（A/C）

1店あたり 
役職員数 
（C/B）

現在の名称

多摩中央  21,336 10   509 2,134 41.9 50.9 多摩　　　　
荒川　　  22,169   9   459 2,463 48.3 51.0 城北　　　　
東武　　  22,213 11   513 2,019 43.3 46.6 東京東　　　
日興　　  23,535   8   495 2,942 47.5 61.9 城北　　　　
中央　　  24,772 14   569 1,769 43.5 40.6 東京東　　　
東調布　  24,894   9   428 2,766 58.2 47.6 芝　　　　　
光　　　  25,395   8   589 3,174 43.1 73.6 城北　　　　
上野　　  25,725   8   534 3,216 48.2 66.8 朝日　　　　
同栄　　  28,256 14   608 2,018 46.5 43.4 さわやか　　
王子　　  32,245   8   657 4,031 49.1 82.1 城北　　　　
東京産業  32,258 11   677 2,933 47.6 61.5 さわやか　　
芝　　　  33,675 14   667 2,405 50.5 47.6 芝　　　　　
巣鴨　　  34,885 17   618 2,052 56.4 36.4 巣鴨　　　　
八千代　  39,723 15   786 2,648 50.5 52.4 きらぼし銀行
東京　　  40,649 17   617 2,391 65.9 36.3 東京東　　　
城南　　 128,519 37 2,210 3,473 58.2 59.7 城南　　　　
平均　　  35,016 13   684 2,652 49.9 53.7 —

表　都内信用金庫の業況（昭和40年度末）
（百万円）

資料：『昭和41年版　銀行局金融年報』「信用金庫業況一覧表」より作成

93

は
わ
か
り
ま
せ
ん
よ
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
し
た
ね
。」

　
中
嶋
が
言
う
金
制
調
と
は
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
一

〇
月
に
「
中
小
企
業
金
融
制
度
の
あ
り
方
」
を
答
申
し
た
金
融

制
度
調
査
会
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
金
融
制
度
に
関
す
る
重

要
事
項
を
審
議
、
答
申
す
る
大
蔵
省
の
付
属
機
関
で
あ
る
金
制

調
は
、
と
く
に
新
た
な
制
度
設
計
や
既
存
制
度
の
改
編
が
審
議

さ
れ
る
際
に
は
、
い
わ
ば
戦
場
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
四
二
年

金
制
調
で
は
、
中
小
企
業
金
融
の
拡
充
が
審
議
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
大
部
分
の
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
を
株
式
会
社
組
織
の
「
中

小
企
業
銀
行
」
へ
改
編
す
る
方
向
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る

7　。

信
用
金
庫
側
か
ら
す
れ
ば
、「
信
用
金
庫
解
体
論
」
に
映
っ
た

で
あ
ろ
う
。

　
金
融
制
度
調
査
会
中
小
企
業
金
融
問
題
特
別
委
員
会
に
お
い

て
改
編
の
方
向
を
示
し
た
三
つ
の
私
案
が
提
出
さ
れ
た
の
が
四

二
年
二
月
、
同
特
別
委
員
会
で
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用

組
合
の
現
行
制
度
存
続
が
決
定
さ
れ
た
の
が
同
年
七
月
で
あ
っ

た
。
こ
の
間
五
か
月
、
中
嶋
榮
治
の
忘
れ
が
た
い
時
間
と
な
る

の
で
あ
る
。

　
日
銀
考
査
が
、（
B
）
金
融
機
関
性
を
深
め
る
契
機
に
な
っ

た
と
す
れ
ば
、
金
制
調
で
の
審
議
は
、（
A
）
協
同
組
織
性
を

に
上
昇
し
た
。
店
舗
は
一
三
店
と
微
増
、
役
職
員
八
〇
四
名
は

九
金
庫
中
最
少
、
一
店
あ
た
り
預
金
は
六
位
、
一
人
あ
た
り
預

金
は
な
ん
と
六
位
、
一
店
あ
た
り
役
職
員
数
も
七
位
と
、
預
金

の
増
強
と
効
率
性
の
向
上
が
同
時
追
求
さ
れ
て
い
た

5　。

　
　
　
昭
和
四
二
年
金
融
制
度
調
査
会

　
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
の
夏
前
に
『
財
政
金
融
ジ
ャ
ー
ナ

ル
』
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
中
嶋
榮
治
（
理
事
長
）
は
、

「
長
い
年
月
の
節
目
節
目
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

非
常
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
」
と
い
う
月
並
み
の

質
問
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
、
真
正
面
か
ら
の
剛
速
球
で
応

え
て
い
る

6　。
二
〇
数
年
も
前
に
専
務
理
事
時
代
に
直
面
し
た

金
融
制
度
調
査
会
の
話
で
あ
っ
た
。

　「
金
制
調
報
告
で
、
協
同
組
織
の
金
融
機
関
の
必
要
性
を
明

確
に
し
た
こ
と
で
す
ね
。
四
十
二
年
頃
、
金
融
二
法
成
立
の
前

に
は
、
信
用
金
庫
解
体
論
ま
で
飛
び
出
し
、
信
用
金
庫
の
存
在

も
危
う
く
な
り
ま
し
た
。
滝
口
私
案
と
末
松
私
案
と
川
口
私
案

が
出
さ
れ
、
大
い
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
局
は
当
分
の
間
、

信
用
金
庫
は
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
当

分
の
間
と
い
う
の
は
五
年
な
の
か
十
年
な
の
か
二
十
年
な
の
か
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改
め
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
四
二

年
下
期
に
お
い
て
も
富
山
（
一
五
九
億
円
）、
筑
邦
（
二
一
八
億

円
）、
青
和
（
二
三
九
億
円
）、
鳥
取
（
二
六
九
億
円
）、
東
都

（
二
八
〇
億
円
）、
東
北
（
二
八
六
億
円
）
な
ど
預
金
一
五
〇
億

〜
三
〇
〇
億
円
未
満
の
銀
行
が
戦
後
新
設
地
銀
を
中
心
に
い
た

か
ら
で
あ
る

8　。
銀
行
の
規
模
に
達
し
て
い
る
の
に
協
同
組
織

な
の
か
と
い
う
火
の
粉
を
振
り
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
三
つ
の
私
案
が
提
示
さ
れ
た
頃
に
、
中
嶋
は
社
内
報
で
い
さ

さ
か
複
雑
な
心
境
を
吐
露
し
て
い
る

9　。
中
嶋
か
ら
す
れ
ば
、

顧
客
と
地
域
と
多
摩
信
の
三
者
を
組
織
的
に
結
合
さ
せ
て
い
る

の
が
会
員
制
度
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
一
体
の
も
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
地
域
社
会
の
旺
盛
な
資
金
需
要
に
応
え

る
べ
く
、
無
我
夢
中
で
業
容
の
拡
大
に
努
め
て
き
た
わ
け
で
あ

る
。「
大
き
く
な
り
過
ぎ
た
信
用
金
庫
を
ど
う
扱
う
べ
き
か
」

が
審
議
さ
れ
る
状
況
は
実
に
寂
し
く
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。「
こ

ん
な
こ
と
な
ら
昔
の
信
用
組
合
で
い
た
方
が
本
来
の
使
命
達
成

に
沿
い
得
る
か
も
し
れ
な
い
が
」
と
チ
ョ
ッ
ピ
リ
本
音
ら
し
き

こ
と
を
漏
ら
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
中
嶋
は
、
指
摘
さ
れ
た
協
同
組
織
運
営
の
問
題
点

に
は
、
反
発
す
る
点
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
共
感
で
き
る
点
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
協
同
組
合
組
織
も
新
し
い

組
織
へ
の
脱
皮
を
要
求
さ
れ
る
時
、
今
日
の
若
い
人
た
ち
に
昔

の
組
合
精
神
を
あ
ら
た
め
て
教
育
す
る
こ
と
が
良
い
の
か
、
近

代
的
な
協
同
組
織
に
改
革
し
て
の
経
営
か
、
将
来
の
方
向
を
若

い
人
た
ち
に
ど
う
仕
向
け
、
何
を
期
待
す
る
の
か
」
と
自
ら
の

「
戸
惑
」
を
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
そ
の
上
で
「
世
論
の
行
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
も
、
中

小
企
業
に
本
当
に
役
立
つ
必
要
な
金
融
機
関
で
あ
れ
ば
そ
れ
で

よ
く
、
信
用
金
庫
が
常
に
良
い
仕
事
を
し
さ
え
す
れ
ば
、
自
然

に
お
客
様
は
あ
つ
ま
る
。」
と
切
っ
た
張
っ
た
の
応
酬
を
超
越

す
る
顧
客
目
線
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭

和
五
〇
年
代
な
ら
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
生
産
者
主
権
、
貸

し
手
優
位
が
横
行
す
る
高
度
成
長
の
時
代
に
、
早
く
も
顧
客
目

線
で
も
の
を
考
え
て
い
た
と
は
驚
き
で
あ
る
。
選
ぶ
の
は
顧
客

で
あ
る
の
だ
か
ら
、選
ば
れ
る
よ
う
に
懸
命
に
努
め
れ
ば
よ
い
。

制
度
論
議
の
寂
寥
さ
か
ら
解
放
し
て
く
れ
る
観
点
で
あ
っ
た
。

　
実
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
二
〇
数
年
後
に
行
わ
れ
た

先
ほ
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
述
べ
て
い
る
。「
制
度
的
に
見

れ
ば
金
融
機
関
は
株
式
会
社
、
協
同
組
織
と
あ
る
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
若
い
人
達
が
求
め
る
利
便
性
な
ど
、
要
求
を
満
た
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陶
芸
、
写
生
、
盆
栽
と
多
趣
味
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
て
多
く
の
芸
術
家
た
ち
と
知
り
合
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
嶋

は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
多
摩
信
の
仕
事
で
は
な
か
な
か
知
り
得
な

い
多
摩
の
文
化
の
担
い
手
た
ち
の
深
さ
と
広
さ
を
認
識
し
た
。

　
第
二
に
、
残
余
収
益
を
会
員
へ
還
元
す
る
一
環
と
し
て
始
ま

っ
た
。
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　「
信
用
金
庫
は
、
会
員
組
織
に
よ
る
協
同
組
合
で
あ
り
、
非

営
利
の
事
業
体
で
あ
る
か
ら
年
度
の
利
益
か
ら
、
法
定
上
の
積

立
と
配
当
が
出
来
れ
ば
、
残
っ
た
利
益
は
会
員
に
還
元
す
る
こ

と
が
良
い
と
さ
れ
て
い
た
。」10　「
こ
れ
ま
で
収
益
の
一
部
を
当

て
、
金
庫
の
会
員
と
芝
居
で
も
楽
し
も
う
と
、
十
五
年
も
続
け

て
き
た
会
員
大
会
を
、
も
っ
と
将
来
に
残
る
文
化
遺
産
に
と
考

え
て
、
移
り
ゆ
く
多
摩
の
歴
史
を
綴
る
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
を

創
刊
、
一
方
で
は
、
地
元
在
住
作
家
が
無
料
で
作
品
を
発
表
で

き
る
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
を
開
設
し
た
。」11

　
以
上
の
よ
う
に
、
ど
う
や
ら
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
と

い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
人
、
場
所
、
資
力
、
そ

し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
が
う
ま
く
噛
み
合
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
の
文
化
事
業
は
、
中
嶋
の
予
想
以

上
に
育
っ
て
い
っ
た
。
担
い
手
が
次
か
ら
次
へ
と
現
れ
た
よ
う

す
金
融
機
関
で
あ
れ
ば
、
株
式
か
協
同
か
は
あ
ま
り
問
題
で
は

な
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。」
と
「
選
ぶ
の
は
お
客
様
」
と
の

考
え
を
明
確
に
し
て
い
る
。
昭
和
四
〇
年
代
初
頭
に
は
、
原
型

が
ほ
ぼ
完
成
し
て
お
り
、ず
っ
と
磨
き
上
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
顧
客
目
線
こ
そ
、
中
嶋
の
多
摩
信
ビ
ジ
ョ
ン
の
根
底
を

成
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
多
摩
文
化
の
媒
体

　
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
の
創
立
四
〇
周
年
を
機
に
、
中

嶋
榮
治
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
く
の
が
、

今
日
に
至
る
、
い
わ
ゆ
る
多
摩
信
の
文
化
事
業
で
あ
る
。
当
初

の
柱
は
二
つ
。
一
つ
は
旧
本
店
九
階
に
設
け
ら
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
あ
り
、
今
一
つ
が
本
誌
で
あ
る
。

　
な
ぜ
中
嶋
は
、
こ
う
し
た
文
化
事
業
を
推
進
し
よ
う
と
し
た

の
か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
に
関
す
る
専
務
理
事
時
代
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
。
だ
が
理
事
長
に
な
っ
て

か
ら
語
っ
て
い
る
も
の
は
多
く
あ
り
、
そ
こ
に
ス
タ
ー
ト
時
の

こ
と
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
に
依
拠
し
て
整

理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
第
一
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
嶋
自
身
が
写
真
、
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改
め
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
四
二

年
下
期
に
お
い
て
も
富
山
（
一
五
九
億
円
）、
筑
邦
（
二
一
八
億

円
）、
青
和
（
二
三
九
億
円
）、
鳥
取
（
二
六
九
億
円
）、
東
都

（
二
八
〇
億
円
）、
東
北
（
二
八
六
億
円
）
な
ど
預
金
一
五
〇
億

〜
三
〇
〇
億
円
未
満
の
銀
行
が
戦
後
新
設
地
銀
を
中
心
に
い
た

か
ら
で
あ
る

8　。
銀
行
の
規
模
に
達
し
て
い
る
の
に
協
同
組
織

な
の
か
と
い
う
火
の
粉
を
振
り
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
三
つ
の
私
案
が
提
示
さ
れ
た
頃
に
、
中
嶋
は
社
内
報
で
い
さ

さ
か
複
雑
な
心
境
を
吐
露
し
て
い
る

9　。
中
嶋
か
ら
す
れ
ば
、

顧
客
と
地
域
と
多
摩
信
の
三
者
を
組
織
的
に
結
合
さ
せ
て
い
る

の
が
会
員
制
度
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
一
体
の
も
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
地
域
社
会
の
旺
盛
な
資
金
需
要
に
応
え

る
べ
く
、
無
我
夢
中
で
業
容
の
拡
大
に
努
め
て
き
た
わ
け
で
あ

る
。「
大
き
く
な
り
過
ぎ
た
信
用
金
庫
を
ど
う
扱
う
べ
き
か
」

が
審
議
さ
れ
る
状
況
は
実
に
寂
し
く
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。「
こ

ん
な
こ
と
な
ら
昔
の
信
用
組
合
で
い
た
方
が
本
来
の
使
命
達
成

に
沿
い
得
る
か
も
し
れ
な
い
が
」
と
チ
ョ
ッ
ピ
リ
本
音
ら
し
き

こ
と
を
漏
ら
し
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
中
嶋
は
、
指
摘
さ
れ
た
協
同
組
織
運
営
の
問
題
点

に
は
、
反
発
す
る
点
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
共
感
で
き
る
点
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
協
同
組
合
組
織
も
新
し
い

組
織
へ
の
脱
皮
を
要
求
さ
れ
る
時
、
今
日
の
若
い
人
た
ち
に
昔

の
組
合
精
神
を
あ
ら
た
め
て
教
育
す
る
こ
と
が
良
い
の
か
、
近

代
的
な
協
同
組
織
に
改
革
し
て
の
経
営
か
、
将
来
の
方
向
を
若

い
人
た
ち
に
ど
う
仕
向
け
、
何
を
期
待
す
る
の
か
」
と
自
ら
の

「
戸
惑
」
を
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
そ
の
上
で
「
世
論
の
行
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
も
、
中

小
企
業
に
本
当
に
役
立
つ
必
要
な
金
融
機
関
で
あ
れ
ば
そ
れ
で

よ
く
、
信
用
金
庫
が
常
に
良
い
仕
事
を
し
さ
え
す
れ
ば
、
自
然

に
お
客
様
は
あ
つ
ま
る
。」
と
切
っ
た
張
っ
た
の
応
酬
を
超
越

す
る
顧
客
目
線
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭

和
五
〇
年
代
な
ら
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
生
産
者
主
権
、
貸

し
手
優
位
が
横
行
す
る
高
度
成
長
の
時
代
に
、
早
く
も
顧
客
目

線
で
も
の
を
考
え
て
い
た
と
は
驚
き
で
あ
る
。
選
ぶ
の
は
顧
客

で
あ
る
の
だ
か
ら
、選
ば
れ
る
よ
う
に
懸
命
に
努
め
れ
ば
よ
い
。

制
度
論
議
の
寂
寥
さ
か
ら
解
放
し
て
く
れ
る
観
点
で
あ
っ
た
。

　
実
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
二
〇
数
年
後
に
行
わ
れ
た

先
ほ
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
述
べ
て
い
る
。「
制
度
的
に
見

れ
ば
金
融
機
関
は
株
式
会
社
、
協
同
組
織
と
あ
る
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
若
い
人
達
が
求
め
る
利
便
性
な
ど
、
要
求
を
満
た
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陶
芸
、
写
生
、
盆
栽
と
多
趣
味
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
て
多
く
の
芸
術
家
た
ち
と
知
り
合
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
嶋

は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
多
摩
信
の
仕
事
で
は
な
か
な
か
知
り
得
な

い
多
摩
の
文
化
の
担
い
手
た
ち
の
深
さ
と
広
さ
を
認
識
し
た
。

　
第
二
に
、
残
余
収
益
を
会
員
へ
還
元
す
る
一
環
と
し
て
始
ま

っ
た
。
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　「
信
用
金
庫
は
、
会
員
組
織
に
よ
る
協
同
組
合
で
あ
り
、
非

営
利
の
事
業
体
で
あ
る
か
ら
年
度
の
利
益
か
ら
、
法
定
上
の
積

立
と
配
当
が
出
来
れ
ば
、
残
っ
た
利
益
は
会
員
に
還
元
す
る
こ

と
が
良
い
と
さ
れ
て
い
た
。」10　「
こ
れ
ま
で
収
益
の
一
部
を
当

て
、
金
庫
の
会
員
と
芝
居
で
も
楽
し
も
う
と
、
十
五
年
も
続
け

て
き
た
会
員
大
会
を
、
も
っ
と
将
来
に
残
る
文
化
遺
産
に
と
考

え
て
、
移
り
ゆ
く
多
摩
の
歴
史
を
綴
る
『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
を

創
刊
、
一
方
で
は
、
地
元
在
住
作
家
が
無
料
で
作
品
を
発
表
で

き
る
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
を
開
設
し
た
。」11

　
以
上
の
よ
う
に
、
ど
う
や
ら
、
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
と

い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
人
、
場
所
、
資
力
、
そ

し
て
タ
イ
ミ
ン
グ
が
う
ま
く
噛
み
合
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
の
文
化
事
業
は
、
中
嶋
の
予
想
以

上
に
育
っ
て
い
っ
た
。
担
い
手
が
次
か
ら
次
へ
と
現
れ
た
よ
う

す
金
融
機
関
で
あ
れ
ば
、
株
式
か
協
同
か
は
あ
ま
り
問
題
で
は

な
い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。」
と
「
選
ぶ
の
は
お
客
様
」
と
の

考
え
を
明
確
に
し
て
い
る
。
昭
和
四
〇
年
代
初
頭
に
は
、
原
型

が
ほ
ぼ
完
成
し
て
お
り
、ず
っ
と
磨
き
上
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
顧
客
目
線
こ
そ
、
中
嶋
の
多
摩
信
ビ
ジ
ョ
ン
の
根
底
を

成
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
多
摩
文
化
の
媒
体

　
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
の
創
立
四
〇
周
年
を
機
に
、
中

嶋
榮
治
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
く
の
が
、

今
日
に
至
る
、
い
わ
ゆ
る
多
摩
信
の
文
化
事
業
で
あ
る
。
当
初

の
柱
は
二
つ
。
一
つ
は
旧
本
店
九
階
に
設
け
ら
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
あ
り
、
今
一
つ
が
本
誌
で
あ
る
。

　
な
ぜ
中
嶋
は
、
こ
う
し
た
文
化
事
業
を
推
進
し
よ
う
と
し
た

の
か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
に
関
す
る
専
務
理
事
時
代
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
。
だ
が
理
事
長
に
な
っ
て

か
ら
語
っ
て
い
る
も
の
は
多
く
あ
り
、
そ
こ
に
ス
タ
ー
ト
時
の

こ
と
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
に
依
拠
し
て
整

理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
第
一
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
嶋
自
身
が
写
真
、
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に
、
製
作
者
も
鑑
賞
者
も
相
当
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、
な
お
か
つ

多
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
ほ
ぼ
駅
前
に
所
在
す
る
多
摩
信

本
支
店
へ
も
行
き
や
す
く
感
じ
る
顧
客
も
増
え
、
総
じ
て
多
摩

信
の
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
上
げ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。
こ
の

見
え
な
い
成
果
を
踏
ま
え
て
で
あ
ろ
う
。
理
事
長
に
な
っ
て
か

ら
は
、
多
摩
文
化
の
媒
体
に
な
る
と
い
う
考
え
に
至
っ
て
い
る

12　。

　
以
上
の
文
化
事
業
を
、冒
頭
で
示
し
た
三
要
素
の
う
ち
（
C
）

地
域
性
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
し
て
み
た
い
。
多
摩
信
の
文
化

事
業
は
、
単
な
る
メ
セ
ナ
活
動
あ
る
い
は
C
S
R
活
動
の
一
環

で
は
な
い
。
む
し
ろ
地
域
に
立
脚
し
た
金
融
機
関
と
は
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
具
体
的
に
現
わ
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

つ
ま
り
、
な
ぜ
多
摩
信
の
文
化
事
業
は
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持

で
き
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
多
摩
地
域
が
文
化
的
に
豊
か
だ
か

ら
で
あ
る
。
二
〜
三
年
持
て
ば
い
い
、
と
思
っ
て
い
た
中
嶋
の

期
待
を
い
い
意
味
で
裏
切
り
、
第
一
七
九
号
を
数
え
る
に
至
っ

た
本
誌
が
象
徴
し
て
い
る
。
多
摩
地
域
に
は
書
き
手
と
読
者
が

豊
富
に
い
る
。
そ
の
間
を
適
切
に
繋
い
で
き
た
か
ら
こ
そ
維
持

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
多
摩
信
の
本
来
業
務
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
多
摩
地
域

に
は
様
々
な
資
質
と
ニ
ー
ズ
を
も
っ
た
人
々
が
豊
富
に
い
る
。

事
業
者
も
い
れ
ば
、生
活
者
も
い
る
。
資
金
を
必
要
と
す
る
人
、

運
用
し
た
い
人
も
い
る
。
特
定
の
コ
ン
サ
ル
を
求
め
る
人
も
い

れ
ば
、
そ
の
コ
ン
サ
ル
が
で
き
る
人
も
い
る
。
住
宅
を
購
入
し

た
い
人
、
売
り
た
い
人
も
い
る
。
そ
の
間
を
繋
ぐ
の
が
多
摩
信

の
役
割
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
摩
全
域
が
事
業
領
域
に

な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
口
座
数
を
も
た
ね

ば
な
ら
な
い
。
繋
ぐ
役
割
は
単
な
る
仲
介
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
中
嶋
が
言
う
よ
う
に
、
も
っ
と
能
動
的
な
媒
体
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
と
ら
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
中

嶋
が
推
進
し
た
文
化
事
業
は
多
摩
信
ビ
ジ
ョ
ン
を
凝
縮
し
た
姿

と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
お
わ
り
に
代
え
て

　
高
度
成
長
期
で
あ
る
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
の

多
摩
信
は
、
非
常
に
興
味
深
い
動
き
を
み
せ
る
。
預
金
を
グ
ン

グ
ン
伸
ば
し
、
ご
ぼ
う
抜
き
で
ラ
ン
キ
ン
グ
を
上
げ
て
い
く
の

だ
が
、
店
舗
は
あ
ま
り
増
え
な
い
。
昭
和
二
〇
年
代
後
半
だ
け

で
一
挙
に
五
店
舗
も
増
や
し
七
店
舗
に
し
た
が
、
三
〇
年
代
で

は
二
店
舗
、
四
〇
年
代
で
は
四
店
舗
に
止
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
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五
〇
年
代
に
入
る
と
一
七
店
舗
も
新
設
し
、
店
舗
数
は
倍
増
す

る
の
で
あ
る
。
三
〇
年
代
は
二
〇
年
代
後
半
の
先
行
投
資
の
結

果
と
み
な
せ
る
が
、
四
〇
年
代
の
静
寂
さ
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

当
時
の
店
舗
新
設
は
金
融
規
制
の
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
、

多
摩
信
サ
イ
ド
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も

静
か
す
ぎ
る
。
こ
れ
が
、
次
回
の
課
題
と
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

へ
の
シ
フ
ト
、
都
内
有
力
信
金
の
動
向
、
多
摩
地
域
に
進
出
す

る
都
銀
と
の
競
争
な
ど
か
ら
検
討
す
る
が
、
五
〇
年
代
か
ら
の

店
舗
増
設
は
、
実
に
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　1
　
中
嶋
榮
治「
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
自
ら
の
力
で
さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
」

社
内
報
『
た
ま
し
ん
』
第
8
号
、
昭
和
四
二
年
三
月
一
〇
日
。

2
　
同
右
。

3
　「
日
本
銀
行
と
の
取
引
開
始
に
際
し
て
」
社
内
報
『
た
ま
し
ん
』
第

2
号
、
昭
和
四
一
年
三
月
一
〇
日
。

4
　
業
務
部
「
昭
和
四
十
一
年
度
業
務
推
進
方
向
に
つ
い
て
」
社
内
報
『
た

ま
し
ん
』
第
4
号
、
昭
和
四
一
年
七
月
一
〇
日
。

5
　
数
値
は
『
昭
和
49
年
版

　
銀
行
局
金
融
年
報
』「
信
用
金
庫
業
況
一

覧
表
」。

6
　『
財
政
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
30
巻
第
8
号
、
一
九
九
〇
年
八
月
、

二
六
頁
。

7
　「
中
小
企
業
金
融
制
度
の
方
向
」
社
内
報
『
た
ま
し
ん
』
第
10
号
、

昭
和
四
二
年
七
月
一
〇
日
。
全
国
信
用
金
庫
協
会
『
信
用
金
庫
二
十
五

年
史
』
第
4
章
第
2
節
、
昭
和
五
二
年
。

8
　
数
値
は
『
昭
和
43
年
版

　
銀
行
局
金
融
年
報
』「
全
国
銀
行
財
務
諸

表
」。

9
　
中
嶋
榮
治「
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
自
ら
の
力
で
さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
」

社
内
報
『
た
ま
し
ん
』
第
8
号
、
昭
和
四
二
年
三
月
一
〇
日
。

10
　
中
嶋
榮
治
「
地
域
文
化
の
創
造
」『
信
用
金
庫
』
昭
和
六
二
年
一
〇

月
号
、
三
〇
〜
三
一
頁
。

11
　
中
嶋
榮
治
「
文
化
へ
の
誘
い
」『
財
政
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
24
巻

第
11
号
、
昭
和
五
九
年
一
一
月
、
二
二
頁
。

12
　「
地
域
文
化
を
育
て
る
媒
体
の
役
割
を
」『
財
政
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

第
24
巻
第
3
号
、
昭
和
五
九
年
三
月
、
二
六
〜
三
二
頁
。

さ
と
う
　
ま
さ
の
り
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に
、
製
作
者
も
鑑
賞
者
も
相
当
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、
な
お
か
つ

多
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
ほ
ぼ
駅
前
に
所
在
す
る
多
摩
信

本
支
店
へ
も
行
き
や
す
く
感
じ
る
顧
客
も
増
え
、
総
じ
て
多
摩

信
の
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
上
げ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。
こ
の

見
え
な
い
成
果
を
踏
ま
え
て
で
あ
ろ
う
。
理
事
長
に
な
っ
て
か

ら
は
、
多
摩
文
化
の
媒
体
に
な
る
と
い
う
考
え
に
至
っ
て
い
る

12　。

　
以
上
の
文
化
事
業
を
、冒
頭
で
示
し
た
三
要
素
の
う
ち
（
C
）

地
域
性
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
し
て
み
た
い
。
多
摩
信
の
文
化

事
業
は
、
単
な
る
メ
セ
ナ
活
動
あ
る
い
は
C
S
R
活
動
の
一
環

で
は
な
い
。
む
し
ろ
地
域
に
立
脚
し
た
金
融
機
関
と
は
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
具
体
的
に
現
わ
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

つ
ま
り
、
な
ぜ
多
摩
信
の
文
化
事
業
は
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持

で
き
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
多
摩
地
域
が
文
化
的
に
豊
か
だ
か

ら
で
あ
る
。
二
〜
三
年
持
て
ば
い
い
、
と
思
っ
て
い
た
中
嶋
の

期
待
を
い
い
意
味
で
裏
切
り
、
第
一
七
九
号
を
数
え
る
に
至
っ

た
本
誌
が
象
徴
し
て
い
る
。
多
摩
地
域
に
は
書
き
手
と
読
者
が

豊
富
に
い
る
。
そ
の
間
を
適
切
に
繋
い
で
き
た
か
ら
こ
そ
維
持

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
多
摩
信
の
本
来
業
務
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
多
摩
地
域

に
は
様
々
な
資
質
と
ニ
ー
ズ
を
も
っ
た
人
々
が
豊
富
に
い
る
。

事
業
者
も
い
れ
ば
、生
活
者
も
い
る
。
資
金
を
必
要
と
す
る
人
、

運
用
し
た
い
人
も
い
る
。
特
定
の
コ
ン
サ
ル
を
求
め
る
人
も
い

れ
ば
、
そ
の
コ
ン
サ
ル
が
で
き
る
人
も
い
る
。
住
宅
を
購
入
し

た
い
人
、
売
り
た
い
人
も
い
る
。
そ
の
間
を
繋
ぐ
の
が
多
摩
信

の
役
割
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
摩
全
域
が
事
業
領
域
に

な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
口
座
数
を
も
た
ね

ば
な
ら
な
い
。
繋
ぐ
役
割
は
単
な
る
仲
介
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
中
嶋
が
言
う
よ
う
に
、
も
っ
と
能
動
的
な
媒
体
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
と
ら
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
中

嶋
が
推
進
し
た
文
化
事
業
は
多
摩
信
ビ
ジ
ョ
ン
を
凝
縮
し
た
姿

と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
お
わ
り
に
代
え
て

　
高
度
成
長
期
で
あ
る
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
の

多
摩
信
は
、
非
常
に
興
味
深
い
動
き
を
み
せ
る
。
預
金
を
グ
ン

グ
ン
伸
ば
し
、
ご
ぼ
う
抜
き
で
ラ
ン
キ
ン
グ
を
上
げ
て
い
く
の

だ
が
、
店
舗
は
あ
ま
り
増
え
な
い
。
昭
和
二
〇
年
代
後
半
だ
け

で
一
挙
に
五
店
舗
も
増
や
し
七
店
舗
に
し
た
が
、
三
〇
年
代
で

は
二
店
舗
、
四
〇
年
代
で
は
四
店
舗
に
止
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
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五
〇
年
代
に
入
る
と
一
七
店
舗
も
新
設
し
、
店
舗
数
は
倍
増
す

る
の
で
あ
る
。
三
〇
年
代
は
二
〇
年
代
後
半
の
先
行
投
資
の
結

果
と
み
な
せ
る
が
、
四
〇
年
代
の
静
寂
さ
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

当
時
の
店
舗
新
設
は
金
融
規
制
の
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
、

多
摩
信
サ
イ
ド
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も

静
か
す
ぎ
る
。
こ
れ
が
、
次
回
の
課
題
と
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

へ
の
シ
フ
ト
、
都
内
有
力
信
金
の
動
向
、
多
摩
地
域
に
進
出
す

る
都
銀
と
の
競
争
な
ど
か
ら
検
討
す
る
が
、
五
〇
年
代
か
ら
の

店
舗
増
設
は
、
実
に
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　1
　
中
嶋
榮
治「
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
自
ら
の
力
で
さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
」

社
内
報
『
た
ま
し
ん
』
第
8
号
、
昭
和
四
二
年
三
月
一
〇
日
。

2
　
同
右
。

3
　「
日
本
銀
行
と
の
取
引
開
始
に
際
し
て
」
社
内
報
『
た
ま
し
ん
』
第

2
号
、
昭
和
四
一
年
三
月
一
〇
日
。

4
　
業
務
部
「
昭
和
四
十
一
年
度
業
務
推
進
方
向
に
つ
い
て
」
社
内
報
『
た

ま
し
ん
』
第
4
号
、
昭
和
四
一
年
七
月
一
〇
日
。

5
　
数
値
は
『
昭
和
49
年
版

　
銀
行
局
金
融
年
報
』「
信
用
金
庫
業
況
一

覧
表
」。

6
　『
財
政
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
30
巻
第
8
号
、
一
九
九
〇
年
八
月
、

二
六
頁
。

7
　「
中
小
企
業
金
融
制
度
の
方
向
」
社
内
報
『
た
ま
し
ん
』
第
10
号
、

昭
和
四
二
年
七
月
一
〇
日
。
全
国
信
用
金
庫
協
会
『
信
用
金
庫
二
十
五

年
史
』
第
4
章
第
2
節
、
昭
和
五
二
年
。

8
　
数
値
は
『
昭
和
43
年
版

　
銀
行
局
金
融
年
報
』「
全
国
銀
行
財
務
諸

表
」。

9
　
中
嶋
榮
治「
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
自
ら
の
力
で
さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
」

社
内
報
『
た
ま
し
ん
』
第
8
号
、
昭
和
四
二
年
三
月
一
〇
日
。

10
　
中
嶋
榮
治
「
地
域
文
化
の
創
造
」『
信
用
金
庫
』
昭
和
六
二
年
一
〇

月
号
、
三
〇
〜
三
一
頁
。

11
　
中
嶋
榮
治
「
文
化
へ
の
誘
い
」『
財
政
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
24
巻

第
11
号
、
昭
和
五
九
年
一
一
月
、
二
二
頁
。

12
　「
地
域
文
化
を
育
て
る
媒
体
の
役
割
を
」『
財
政
金
融
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

第
24
巻
第
3
号
、
昭
和
五
九
年
三
月
、
二
六
〜
三
二
頁
。

さ
と
う
　
ま
さ
の
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